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４ 図１のように，長方形ＰＱＲＳと長方形ＡＢＣＤがあり，3 点Ａ，Ｂ，Ｄはそれぞ

れ辺ＰＱ，ＱＲ，ＰＳ上にあります。ＰＱ＝ 5cm，ＰＳ＝ 12cm，ＡＱ＝ＱＢ＝ 2cm
のとき，次の問いに答えなさい。ただし，円周率は 3.14 とします。

(1) 長方形ＡＢＣＤの面積は何 cm ２ですか。

図２のように，2 点Ｔ，Ｕをそれぞれ辺ＰＳ，ＱＲ上にとって，長方形ＰＱＵＴを

つくりました。このとき，ＡＢ：ＡＤ＝ＰＱ：ＰＴとなりました。さらに，点Ｕを中

心に長方形ＡＢＣＤを時計まわりに 90 °回転してできる長方形Ａ 'Ｂ 'Ｃ 'Ｄ 'とします。

(2) この回転によって点Ｂが動いた長さは何 cm ですか。

(3) 長方形ＰＱＲＳと長方形Ａ 'Ｂ 'Ｃ 'Ｄ 'が重なった部分の面積は何 cm ２ですか。
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(1) 右図で，△ＡＱＢは直角二等辺三角形

なので，角ＱＡＢ＝ 45 °。

よって，角ＰＡＤ＝ 180 －(90 ＋ 45)
＝ 45 °となるので，

△ＰＡＤも直角二等辺三角形。

したがって，ＰＤ＝ＰＡ＝ 5 － 2 ＝ 3cm
となるので，

△ＡＢＤの面積は

台形ＰＱＢＤの面積から△ＡＱＢと

△ＰＡＤの面積を除いて

(2 ＋ 3)× 5 ÷ 2 －(2 × 2 ÷ 2 ＋ 3 × 3 ÷ 2)＝ 12.5 －(2 ＋ 4.5)
＝ 12.5 － 6.5 ＝ 6cm ２ 。

よって，長方形ＡＢＣＤの面積は 6 × 2 ＝ 12cm ２ です。

(2) 右図で，

△ＰＡＤと△ＡＱＢは

相似で，相似比は

3：2 なので，

ＡＤ：ＡＢ＝ 3：2。
よってＰＱ：ＰＴも

3：2 で，ＰＱ＝ 5cm
より，

ＰＴ＝ 5 ×

＝ 7.5cm。

よって，ＢＵ＝ 7.5 － 2 ＝ 5.5cm なので，点Ｂが動いたあとは半径 5.5cm，中心角

90 °のおうぎ形の弧。

よって，点Ｂが動いた長さは 5.5 × 2 × 3.14 × ＝ × 3.14

＝ 11 × 3.14 ÷ 4 ＝ 8.635cm です。
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(3)

長方形ＰＱＵＴを点Ｕの周りに時計回りに 90 °回転させた図形を長方形

Ｐ 'Ｑ 'ＵＴ 'とすると，上図のようになる。上図で，ＴＳの延長とＰ 'Ｔ’の交点をＨ

とするとＴＳ＝ 12 － 7.5 ＝ 4.5cm。･･(ｱ) また，

ＨＤ '＝Ｐ 'Ｄ '＋ＨＴ '－Ｐ 'Ｔ ' ＝ 3 ＋ 5 － 7.5 ＝ 0.5cm で，上図の●の角度はすべ

て 45 °なので，ＴＨとＡ 'Ｄ 'の交点をＩとすると△ＩＨＤ ' は直角二等辺三角形で，

ＩＨ＝ＨＤ '＝ 0.5cm，ＴＩ＝ 5 － 0.5 ＝ 4.5cm･･(ｲ) となるので，

(ｱ)，(ｲ)より，ＳとＩは一致する。つまり，辺ＡＤ ' は点Ｓを通る。

また，Ｂ 'Ｔ '＝ＨＤ '＝ 0.5cm より，2 つの直角二等辺三角形，△Ｂ 'ＴＦと△Ｄ 'ＳＨ

は，合同なので，Ｂ 'Ｆ＝Ｄ 'Ｓ。

よって，ＦＳは長方形Ａ 'Ｂ 'Ｃ 'Ｄ 'の面積を二等分するので，

台形ＳＦＣ 'Ｄ 'の面積は 12 × ＝ 6cm２ 。

また，ＳＧ＝ＳＨ '× 2 ＝ 0.5 × 2 ＝ 1cm なので，

△ＳＧＤ 'の面積は 1 × 0.5 × ＝ 0.25cm２ 。

よって，長方形ＰＱＲＳと長方形Ａ 'Ｂ 'Ｃ 'Ｄ 'の重なった部分の面積は

6 － 0.25 ＝ 5.75cm２ です。
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